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た。更に食道の Hx・E染色では Auerbach神経叢にい
わゆる硬化像が認められたが節細胞自体にはほとんど変
化が認められなかった。脳の連続切片では成功例はすべ
て両側 Hvmを破壊していたが，不成功例では何れも 
Hvmをはずれていた。尚 10%石炭酸注入による破壊
は全て不成功であった。 
14. 抗リンパ球抗体の精製
深尾立
抗犬リンパ球馬血清の有効成分の分離精製を試みた。
中村の方法に従い， DEAEセルロースカラムクロマト
グラフィーと，澱粉ブロックゾーン電気泳動法を組み合
せた方法で，免疫電気泳動，セパラックス電気泳動，超
遠心分析法にて，純度の高い r-G グロプリンと，r-A グ
ロプリンを得た。抗体活性の測定にはリンパ球凝集反応
を用いたが，疑集を起すに必要な最少窒素量は，r-Gで 
0.21 r，r-Aで 25.0rであり，r-Gは r-Aより 125倍の
効果を持っていることより，r-Aにはほとんど活性が無
いと云ってもよい。この方法は繁雑であるので，実用的
であると思われるエタノーノレ分画を Deutschの方法に
従い試みたが，相当に純度の高い r-G を割合によい収
量で得ることが出来，充分，実用にたえる方法であると
思われる。叉， ここでも抗体活性は r-G の量に比例す
るようであった。リンパ球凝集反応は実際の移植免疫抑
制効果と必ずしも一致しないといわれるので，今後更に
研究を進めたい。 
15. 131CSによる甲状腺スキャン
万本盛三，大森忠昭，内山 暁
最近開発された山Csを用い，腫蕩の良性，悪性を鑑
別する目的で，各種，腫虜スキャンを行なった。甲状腺
癌 1例，乳癌 2例，縦隔腫湯2例，上顎癌 l例，皮膚癌 
2例， 肝癌 l例， 計 19例の悪性腫、虜に用い，そのうち 
17例，約 90%の高い陽性率を得た。
更に甲状腺腫の良性悪性を鑑別するために，組織診断
が確定している悪性 1例，良性6例の計 17例について 
131CSの陽性率を検討してみると悪性例， 1例例中 9例，
約 82%の陽性率となっているが，陰性のものは 2例と
も再発例でその理由は血流が少ないためと考えられた。
また良性例においては 6例中 5例，約 82%の陰性率と 
なっている。この場合の陽性率はリンパ管腫の合併が認 
められたが，それが原因かどうかは不明である。
今後更に多くの腫療に応用し， 131Cs による腫療の良
性悪性の鑑別方法の分野を確立していく予定である。
16. 特発性食道拡張症の成因に関する基礎的研究
とくに PMP投与犬の食道運動について
金城和夫
抗コリンエステラーゼ剤である phthalimidomethy1 
0.0 dimethyl phosphordithioate (PMP)を長期間犬に
投与して特発性食道拡張症様病像が出現可能であるかど
うかにつき実験を行なった結果，ほぼ満足で、きる成績を
得たので報告した。雑種成犬 18頭を 5群にわけ体重 kg
当りそれぞれ 0.5mg，10 mg，20mg，25 mg，50mgの 
PMPを隔日に後肢瞥筋内に注射した。体重 kg当りの
投与量が増せば幅吐発現日は早くなり早く死亡する傾向
を認めた。 X線透視では一般に噴門部通過障害に先立
ち，下部食道の拡張が現われる傾向があった。その他食
道電気内圧曲線，食道筋電図などを行なった結果 18頭
中8頭に本症様病像を見出した。なお最近になって，植
込電極法による食道筋電図にかわって，新らしく管内誘
導法による食道筋電図記録法を工夫して効果をあげてい
るので，この方法について紹介し，本法による成績を報
告した。 
17. 管内誘遵法食道筋電図に関する研究
黄江庭
管内誘導法食道筋電図を記録し，おもに正常例のパタ
ーンと二，三の薬物負荷による影響を検索し，更に特発
性食道拡張症の波型を検討した。記録方法は鼻腔ゾンデ
を三カ所で屈曲できる様にけん引糸を通し，その屈曲の
頂点、に極間距難 1cmの環状白金電極を装着し，これよ
りリード線を通した。この誘導管を被検者の口腔より食
道内に挿入し， X線透視下で電極の部位を確め，けん引
糸をけん引することによって，電極を上，中，下部食道
の内腔に密着せしめ， リード線を入力箱に接合し，生体
用四素子増幅器にて食道筋電図三点、において同時に記録
し得た。あわせて喉頭筋電図を採取した。 Atropin0.5 
mg投与では変化はみられず， Buscopon，Valpinと 
Ephedrine投与では 15分から 20分後に抑制効果が現
われた。特発性食道拡張症の 1例では発現時聞が同期し
持続時聞が上中下部食道とも同じで， Burstと Spike
の振幅の著明な減少を認めた。
18. 人工透析時の心電図の検討

三井 静

昭和 41年 1月以来末期の慢性腎不全患者及び急性腎
不全患者に対して，血液透析を 1例，腹膜濯流を 7例
経験した。これらの患者は心電図上異常を認める場合が
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多く透析前よりリジギタリス飽和を行なっている。パー
マネント AVShunt作成によっては心電図上著変を見
ないが 12例中 3例に ST低下がみられた。血液透析時
の血清 K と BUNの変動と同時間における心電図の変
化を検討した。 QRSは血清 K と密接な関係を示した
が， QRSの巾は 15，._30分で正常となり同時点では，な
お血清カリウムは高値を示し血液透析時に心筋内 K が
血清より早期に低下することを示し興味ある示唆を与え
てν、る。 QT比は QRS巾ほど血清 K や BUNと密
接には関連していない。血液透析中のベブロックはジギ
タリス中毒と尿毒症性の Myocardopathyによるもの
と思われた。心電図所見のみからは分析不可能な場合も
多く，今後循環動態についてもっと分析して行きたい。 
19. 直視下電極刺入法による食道筋電図に関する研究
宮島哲也
ヒトの食道筋電図に関する研究は時田らによる報告が
あるのみである。今回食道鏡利用のもとに食道筋電図を
採取する事を試みたので報告する。電極の材質は白金を
使用し，形は釣状とした。検査方法は早朝空腹時，前投
薬としてオピスタン，アトロピンを使用しこれより一時
間後，硬性食道鏡使用のもとに，電極を直視下に刺入し
これをオッシログラフに接続した冶筋電図は，被検者に
水を一口，鴨下させ記録した。なおオピスタン，アトロ
ピンの筋電図に及ぼす影響を犬で調べたが，アトロピン
で，わずかに活動電位の減少をみた。電極は門歯裂より 
35cmに刺入したが，喉頭筋放電後 2.8秒に椋波型の 
burstを形成する活動電位がみられる。 burstの最大振
幅は DooμV持続時聞は 0.2秒であった。 
20. 食道，胃細胞診の検討(第二報)特に生検用ファ
イパーガストロスコープに併用せる狙撃洗練法
久賀克也 
1966年 6月より 1967年 12月の聞に施行した食道 117
例，胃 157例の細胞診について報告した。食道では擦過
法，胃では FGS・Cによる直視下洗糠法及びキモプシン
液洗糠法を主として用いたが，各法とも 85，._90%の癌
陽性率であった。また，食道 74例，胃 36例の生検につ
いても報告した。
更に生検用 FGS-Bによる生検，洗樵の併用法につい
て，生検用 FGふBによる洗糠力を，噴出される洗糠液
の流量，目的物に当る際の衝突力について実験し，注入
する洗練液の圧力を増すことにより，洗搬用 FGS・Cの
洗液力と同等またはそれ以上にすることができるという
結論を得た。現在この併用法を臨床例に用いているが，
今後，症例を重ねて検討したい。 
21. 同種腎移植後の腎機能について
斎藤全彦
当数室で施行された腎移植症例の術後の腎機能につい
て述べた。症例 LDtは術前の GFR 78，RPF 15.8，RBF 
と改善され523.9，282.9.4，96日で夫々90l.lが移植後2
た。移植前の BUN最高 94mgjdlも術後は1O，.._.15mg 
jdlと安定 Lでいる。症例 LD2は術前 BUN150 mgjdl 
前後で血液透析施行後移植した。移植後 50日目に拒否
反応がみられたがこの時の GFR27.2，RPF 126.8，RBF 
195.1であった。術後 271日目では夫々 GFR 66.2，RPF 
は229.6，RBF 364.4と好転した。症例 LD3の腎クリア
ランスは術前 GFR24.9が 75.8に， RPF 170.5が 294.2
に， RBF 271.2が 474.5と回復した。以上 3症例で何れ
も RPFの回復は GFRの回復より早い。 また尿細管
機能より濃縮力稀釈力の程度を検討したが，症例 LDt， 
LD3は良好であった。次に症例 LD2 (死体腎移植症例)
では移植後排尿はみられたが，なお BUNは高く術後 8
回の血液透析を施行した。血中クレアチニンは除々に高
くなり，尿は等調尿に近づき術後 67日目に心不全のた
め死亡した。今後更に免疫学的意味を加味して，移植後
の腎機能について検討していきたいと思う。 
22. 食道電気内圧曲線の臨床応用に関する研究

とくに食道癌・噴門癌の波型について

佐々木守 

食道電気内圧検査の臨床応用としで，食道癌及び噴門
癌に施行し，興味ある知見を得たので報告する。昭和 42
年 1月迄に食道内圧検査例数は計 256例で食道癌 25
例，噴門癌 39例であった。検査は新たに改良した 6素
子同時記録法に依った。食道全長について lcIfi間隔で
内圧変について述べた。食道癌の内圧曲線の特徴は，腫
虜部内圧変化で，陽性波の多峰性変化，持続時間の著明
な延長，波高の充進，発現時間の短縮等であった。噴門
癌に於ては，食道胃接合部で直角に立ち上る不連続曲線
と呼ぶ陽性波が出現した。これは 36例中 29例に出現L
た。この不連続曲線は刷出標本より検討すると，癌腫が
噴門輪上 3cm下 1cmの聞に存在する時発現する事よ
り，癌腫の浸潤に依り食道胃接合部の生理的弛緩収縮機
序が障害されたものと解される。もう一つの特徴は接合
部陰性波の欠除である。日下内圧曲線より食道癌噴門癌
の術前術式適応について検討中で、ある。
